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まえがき

実験計画法では，最適な混合系直交計画を構成可能な水準数，因子
数，実験回数，前提条件の値の範囲を拡張していくことが重要な課
題である．従来は，Orthogonal Arrays (直交配列，OA) を利用し
て構成する方法が提案されてきた．

本研究では，Augmented Orthogonal Arrays (拡張直交配列，
AOA) を計画に対応させる新たな計画の構成法と，AOA の定義を
拡張して新たに提案した行列 Generalized Augmented
Orthogonal Arrays (一般化拡張直交配列，GAOA) を計画に対応さ
せる新たな計画の構成法を提案する．
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2.1 実験計画法の問題設定

説明変数ベクトルは離散変数ベクトル x←水準組み合わせ
目的変数は連続変数 yx ←特性値
x = (x1, ..., xn) ∈ Ω =

∏n
i=1 Fqi を n ∈ N次元ベクトル，Yx をベク

トル x ∈ Ω に依存する連続確率変数，yx ∈ R を確率変数 Yx の実
現値とする．
ただし，q1, ..., qn を素数の累乗とし，位数 qi の体を Fqi と表す．任
意のベクトル x ∈ Ω に対し，確率変数 Yx が以下で定まると仮定
する．

←構造式
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2.1 実験計画法の問題設定

ここで，非空集合 A ⊂ 2[n] は，J ′ ⊂ J ∈ Aを満たす任意の集合
J, J ′ について，J ∈ A を満たすとする．ただし，[n] = {1, ..., n}．
また，θ0 を実定数とし，θi1,...,ikxi1

,...,xik
を (i1, xi1), ..., (ik, xik) に依存す

る実定数とする．更に，偶然誤差 ϵ を，平均 0，分散 σ2 の正規分布
に従う連続確率変数とする．更に，任意の
k ∈ [n], i1, ..., ik ∈ A, xi1 ∈ Fqi1

, ..., xik ∈ Fqik
について次式が成立

するとする．
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2.1 実験計画法の問題設定

更に，各 i ∈ [n] を因子と呼び，以降，因子であることを強調したい
場合，Fi と書く．更に，各 i ∈ [n]において xi ∈ Fqi を因子 Fi の水
準と呼び，水準 xi が取りうる値全体の個数 qi を因子 Fi の水準数
と呼ぶ．更に，θ0 を中心効果と呼び，θi1,...,ikxi1

,...,xik
を因子 Fi1 , ..., Fik

の水準を xi1 , ..., xik としたもとでの因子 Fi1 , ..., Fik の k 因子交互
作用効果と呼ぶ．k = 1の時は主効果となる．

上の式は，各 θi1,...,ikxi1
,...,xik

が因子 Fi1 , ..., Fik の交互作用効果により生
じる中心効果 θ0 からの差を表すことを意味する
更に，集合 A ⊂ 2[n] を，前提条件の集合と呼ぶ．これは，
i1, ..., ik ∈ A を満たす因子 Fi1 , ..., Fik の交互作用効果を仮定すると
いう前提条件の集合を表す
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例
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定義 2.1
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実験を計画する流れ
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定理 2.1および定義 2.2
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定義 2.3および定義 2.4
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定理 2.2
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最適な同水準系直交計画とその構成法
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最適な同水準系直交計画とその構成法
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最適な混合系直交計画とその構成法
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最適な混合系直交計画とその構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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最適な混合系直交計画のAOA を利用した構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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仮定を拡張した最適な混合系直交計画のGAOA を利用し
た構成法
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